新編数学Ｂ Flex　ルーブリック評価規準表
１章　数列
１節　数列とその和
１項　数列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	オリンピックの開催年についてその規則性を見つけて，一般項を求めることができる。
	数列の一般項をの式で表すことができる。
	数列の一般項が示されている
とき，各項の値を求めることがで
きる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	身近な事象の規則性を数列で表し，一般化することができる。
	数列の一般項の意味を考察
することができる。
	数列についての用語を理解して
身近な事象の規則性を数列として
考察することができる。
	左記以外

	主体性
	身近な事象の規則性を，数列を用
いて数学的に処理しようとする。
	身近な事象の規則性を見出そうと
する。
	身近な事象の中の規則性に興味・
関心を示して調べようとする。
	左記以外



２項　等差数列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	等差数列の項についての条件なども処理することができる。
	等差数列の一般項を求めることができる。
	等差数列の一般項の意味を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	等差数列の項についての条件
を満たすような数列を考察することができる。
	等差中項の考え方を考察することができる。

	等差数列の定義式や一般項の公式を問題に応じて使うことができる。
	左記以外

	主体性
	「等差数列一般項は，の１次式である。」を調べようとする。
	コンピュータソフトを用いて，項の条件を満たすかなどを確かめようとする。
	コンピュータソフトを用いて，一般項の値を確かめようとする。

	左記以外



３項　等差数列の和
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	等差数列の和の最大値なども求めることができる。
	等差数列の和を求めることができる。
	自然数の和・奇数の和を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	等差数列の一般項を求めてから，その和を求める問題を考察できる。
	等差数列の和の公式[１]と[２]を的確に使い分けることができる。

	自然数の和・奇数の和を図形的に考察することができる。

	左記以外

	主体性
	等差数列の和は，の定数項のない２次式であることを調べようとする。
	コンピュータソフトを用いて，項数が未知の等差数列の和を確かめようとする。
	コンピュータソフトを用いて，等差数列の和を確かめようとする。
	左記以外





４項　等比数列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	等比数列の項についての条件なども処理することができる。
	等比数列の一般項を求めることが
できる。
	等比数列の一般項の意味を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	等比数列の項についての条件を満たすような数列を考察することができる。
	等比中項の考え方を考察することができる。

	等比数列の定義式や一般項の公式を問題に応じて使うことができる。
	左記以外

	主体性
	3つの正の数について，等差中項等比中項であることを調べようとする。
	コンピュータソフトを用いて，項の条件を満たすかなどを確かめようとする。
	コンピュータソフトを用いて，一般項の値を確かめようとする。

	左記以外



５項　等比数列の和
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	等比数列の和とから，初項と公比を求めることができる。
	等比数列の和を求めることができる。
	等比数列の初項から特定の項までの和を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	等比数列の和とから，初項と公比を求める別解を考察することができる。
	との大小で，等比数列の和の公式を的確に使い分けることができる。
	等差数列の和の公式の証明を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	コンピュータソフトを用いて，とから初項と公比を確かめようとする。
	コンピュータソフトを用いて，項数が未知の等比数列の和を確かめようとする。
	コンピュータソフトを用いて，等比数列の和を確かめようとする。
	左記以外





２節　いろいろな数列
１項　数列の和とΣ記号
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	数列の一般項を求めてから，記号Σを用いてその和を求めることができる。
	記号Σで表された数列の和を計算することができる。

	・Σ記号の意味を理解している。
・自然数の2乗の和を求めること
ができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	数列の積で表された一般項をそれぞれの部分に分解して，その和を考察することができる。
	Σの性質を考察することができる。

	Σを用いた和の公式やΣの性質を
考察することができる。

	左記以外

	主体性
	Σの性質を用いて，連続する自然数の積の和を調べようとする。
	Σ記号を積極的に用いようとする。

	コンピュータソフトを用いて，数列の和を確かめようとする。
	左記以外



２項　階差数列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	階差数列が等差数列ならば，数列はの2次式になることを理解している。
	階差数列を利用して，数列の一般項を求めることができる。

	数列の簡単な階差数列の一般項を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	
において，を調べる必要性を考察できる。
	階差数列が等比数列などの場合についても考察することができる。
	等差数列はその階差が定数となる数列であることを認識している。
	左記以外

	主体性
	第２階差数列を調べようとする。


	コンピュータソフトなどを用いて，求めた数列の正否を調べようとする。
	数列の規則性を調べるのに，最初に階差を調べようとする。
	左記以外



３項　数列の和と一般項
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	等差数列の各項と等比数列の各項の積からなる数列の和を求めることができる。
	部分分数に分解することを利用して，数列の和を求めることができる。
	数列の和と一般項の公式を用いて，和が与えられた数列の一般項を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	
と一般化して考察しようとする。
	部分分数に分解すること考察することができる。

	数列の和と一般項の公式で， を調べる必要性を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	群数列について調べようとする。


	部分分数の分解の仕方(→章末B9)や係数の求め方について調べようとする。
	部分分数の分解の仕方について調べようとする。

	左記以外





３節　漸化式と数学的帰納法
１項　漸化式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	隣接３項間の漸化式の一般項を求めることができる。
	の形の漸化式を解くことができる。
	漸化式で定められる数列の一般項を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	
の形の漸化式(→章末A6)の
一般項を求めることができる。
	特性方程式による解法と階差数列による解法を使い分けることができる。
	漸化式の特性方程式による解法を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	フィボナッチ数列(→つながる数学)について調べようとする。

	コンピュータソフトなどを用いて，数列の規則性などを調べようとする。
	コンピュータソフトなどを用いて，求めた数列の正否を調べようとする。
	左記以外



２項　数学的帰納法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	数学的帰納法を用いて，不等式の証明をすることができる。
	数学的帰納法を用いて，整数の性質の証明をすることができる。
	数学的帰納法を用いて，簡単な等式の証明をすることができる。
	左記以外


	思考力
・判断力
・表現力
	数学的帰納法において，の場合についても考察することができる。
	整数の性質の証明を多面的に考察(→CHECK18)することができる。
	数学的帰納法を用いて，漸化式などの推測の適否を考察しようとする。
	左記以外

	主体性
	不等式の図形的な関係を調べたり，別解を求めたりする。

	コンピュータソフトなどを用いて，証明する不等式を確かめようとする。
	コンピュータソフトなどを用いて，証明する等式を確かめようとする。
	左記以外





２章　確率分布と統計的な推測
１節　確率分布
１項　確率変数と確率分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	根元事象と確率変数，そして確率への対応を理解している。

	２つのさいころを同時に投げるときの特定の確率変数の範囲での確率を求めることができる。
	確率変数や確率分布の定義を理解して確率分布の表をつくることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	多くの根元事象からなる試行の確率変数を考察することができる。(→CHECK１)
	確率変数を根元事象の関数として扱う見方もできる。

	確率変数の値がとなる確率の表し方を理解している。

	左記以外

	主体性
	CHECK2のような試行の確率分布を調べようとする。
	例題１のような試行の確率分布を調べようとする。
	樹形図をかいて，根元事象を調べたりする。
	左記以外



２項　確率変数の期待値と分散
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	1次式で表される期待値や分散・標準偏差を求めることができる。
	の期待値やを用いた分散・標準偏差を求めることができる。
	確率変数の期待値と分散・標準偏差を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	分散・標準偏差は，その値が小さいほど期待値の近くに確率変数の値が集中する傾向があることを考察することができる。
	を用いた分散・標準偏差の導出と定義式による導出を比べることができる。

	分散と標準偏差の役割の違いについて考察できる。


	左記以外

	主体性
	確率変数の標準化(→p.73)についても調べようとする。

	例題１や２が非復元抽出の場合の確率分布についても調べようとする。
	表計算ソフトなどを用いて，計算を確かめようとする。

	左記以外



３項　確率変数の和と積
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	確率変数が独立でない場合でも，確率変数の和の期待値の公式は成り立つことを理解している。
	独立な確率変数の和の分散を求めることができる。

	確率変数の和の期待値や独立な確率変数の積の期待値を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	２つの独立な確率変数の同時確率分布表の仕組みを考察することができる。
	独立な確率変数について，
やを求めることができる。(→CHECK6)
	同時確率分布表の読み取り方を認識している。
	左記以外

	主体性
	確率変数の独立について，独立でない場合についても調べようとする。
	表計算ソフトなどを用いて，同時確率分布表から期待値や分散などを求めることができる。
	表計算ソフトなどを用いて，計算を確かめようとする。

	左記以外





２節　二項分布と正規分布　
１項　二項分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	二項分布において，などを
求めることができる。(→練習2)
	二項分布の期待値・分散・標準偏差を求めることができる。
	二項分布の各値の確率を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	の期待値・分散・標準偏差の公式の一般的な証明を考察することができる。
	二項分布の期待値・分散・標準偏差の公式を導く過程を考察することができる。
	二項分布の各値の確率が
　　
で与えられることを考察できる。
	左記以外

	主体性
	回投げることと，同時に
個投げることの意味を調べようと
する。
	日常生活の中での二項分布の例を調べようとする。

	反復試行や二項定理について，復習して確認しようとする。

	左記以外



２項　正規分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	正規分布を応用して，身近な問題の確率を求めることができる。
(→応用例題１)
	二項分布を正規分布による近似で，確率を求めることができる。
	標準正規分布に従うときの確率を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	二項分布を正規分布で近似することについて考察することができる。

	確率密度関数から確率を求め，その意味を考察することができる。
	確率変数の標準化について考察することができる。

	左記以外

	主体性
	表計算ソフトなどを用いて，二項分布と正規分布による値を調べようとする。
	「偏差値」について，調べようとする。

	表計算ソフトなどを用いて，計算を確かめようとする。

	左記以外





３節　統計的な推測
１項　母集団と標本
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	母集団の大きさが大きいときには母集団分布を連続的な確率変数の分布で近似できることを理解している。
	母集団分布からその母平均，母分散，母標準偏差を求めることができる。

	この節に関する用語を理解している。


	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	母集団から抽出された大きさがの無作為標本の確率分布が母集団分布であることを考察できる。
	復元抽出と非復元抽出について考察することができる。

	全数調査と標本調査の適否について考察することができる。

	左記以外

	主体性
	復元抽出と非復元抽出の違いについて調べようとする。

	無作為抽出や無作為標本について，その仕組みを調べようとする。
	乱数について調べようとする。


	左記以外



２項　標本平均の分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	標本平均を正規分布とみなして，日常の確率を求めることができる。
	標本平均を正規分布とみなして，確率を求めることができる。
	標本平均の期待値や標準偏差を
求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	大きさが大きくなればなるほど，標本平均の分布は母集団分布に関わらず正規分布に近づくことを考察することができる。
	母集団分布が正規分布であれば，標本平均の分布も正規分布になることを考察することができる。
	母集団の大きさが標本の大きさに比べておおきければ，非復元抽出は復元抽出とみなせることを考察することができる。
	左記以外

	主体性
	大数の法則について調べようとする。
	コンピュータソフトを用いて，上のことを確かめようとする。
	表計算ソフトを用いて，上の
ことを調べようとする。
	左記以外



３項　統計的な推測
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	正規分布による近似を用いた仮説検定を理解している。
	母比率の推定について理解している。
	母平均の推定について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	仮説検定の方法について考察することができる。
	母比率の推定についての信頼区間について考察することができる。
	母平均の推定についての信頼区間について考察することができる。
	左記以外

	主体性
	棄却域を片側にとった場合の仮説検定についても調べようとする。
	表計算ソフトなどを用いて，
標本を繰り返し抽出して信頼区間を求め，信頼度の意味を確かめようとする。
	信頼度の信頼区間についても調べようとする。また，信頼度を上げると信頼区間は拡がることを確かめようとする。
	左記以外





３章　数学と社会生活
１節　数学と社会生活　
１項　利息の仕組みと数学
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	均等分割払いについて，その期毎の返済額を求めることができる。
	積立預金について，その元利合計を求めることができる。
	単利法や複利法について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	元金均等払いについて，その期毎の返済額と総支払額を求めることができ，均等分割払いと比較できる。(→章末A4)
	元金均等払いについて，その期毎の返済額と総支払額を求めることができる。

	単利法は等差数列，複利法は等比数列に対応していることを考察することができる。

	左記以外

	主体性
	即金払いと分割払いの損得を分ける利率について調べようとする。

	積立預金の期首払いと期末払い
について調べようとする。

	コンピュータソフトを用いて，均等分割払いについて調べようとする。
	左記以外



２項　数学による問題解決
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	価格と売上について，問題を単純化することで問題解決の手順により求めることができる。
	自動車の停止距離について，
問題解決の手順で求めることができる。
	問題解決の手順を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	身のまわりの問題を数学の問題として解析して，解釈することができる。
	身のまわりの問題を数学の問題として解析することができる。
	身のまわりの問題を数学の問題として把握することができる。
	左記以外

	主体性
	問題解決の手順を他の場面に適用して解釈しようとする。
	問題解決の手順を他の場面に適用して分析しようとする。
	問題解決の手順を他の場面でも活用しようとする。
	左記以外



３項　データの解析
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	回帰直線の式が軸のとり方に依存していることを理解している。
	回帰直線の式を用いて，予測することができる。
	移動平均について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	移動平均と回帰直線の両方を用いた考察をすることができる。
(→章末B7)
	回帰直線の式を用いれば，内挿値や外挿値が得られることを認識している。
	移動平均のグラフを作成することができる。

	左記以外

	主体性
	身のまわりの問題を移動平均や回帰直線を用いて分析しようとする。

	回帰直線ともとのデータとの
差について多面的に調べようとする。
	移動平均のとり方をいろいろと
工夫しようとする。

	左記以外




思考力PLUS　隣接３項間の漸化式
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	等比数列の一般項の求め方，階差数列を利用した数列の一般項の求め方を，いずれも理解している。
	等比数列の一般項の求め方，階差数列を利用した数列の一般項の求め方のうち，いずれかを理解している。
	２次方程式の解と係数の関係を正しく理解し，漸化式の変形に活用できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題２について，例題１の解法でも解くことができ，それぞれの解法の良さを説明できる。
	例題を見ながら，課題１，２の両方を解くことができる。
	例題を見ながら，課題１，２のいずれかを解くことができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向的な話し合いができている。
・隣接３項間の漸化式の他の解法や，特性方程式が重解をもつ場合についても調べてみようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられている。
・課題２について，例題１の解法でも解いてみようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できている。
・課題１，２のいずれについても，例題を参考にしながら考えようとする。
	左記以外



思考力PLUS　両側検定と片側検定
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	例題１や課題１のような具体的な仮説検定の手順において，棄却域を設定することができる。
	

が成り立つことを，正規分布を用いて確かめることができる。
	両側検定と片側検定では，立てる対立仮説に違いが出ることを理解することができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	両側検定を行うべき場面と，片側検定を行うべき場面をいくつか思い浮かべることができる。
	具体的に与えられた場面について，両側検定と片側検定のどちらを行うべきか判断することができる。
	例題１を見ながら課題１を解くことができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向的な話し合いができている。
・有意水準を5％以外にする場合についても調べようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられている。
・課題１について，両側検定を行うとどうなるか考えようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できている。
・課題１について，例題を参考にしながら考えようとする。
	左記以外



思考力PLUS　自転車シェアリングにおける自転車の台数
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	課題４の折れ線グラフをかくことができる。
	課題２で求めた式をもとに，課題３を解くことができる。
	課題１を解くことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	考えてきたモデルと現実との間の相違点を説明することができる。
	課題４で，グラフからいえることを説明することができる。
	課題２の立式ができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向的な話し合いができている。
・より現実に近い想定になるモデルを検討しようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられている。
・表計算ソフトと手計算を，適宜使い分けて効率的に計算を進めようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できている。
・課題１，２について，122ページの１日目の記述を参考にしながら考えようとする。
	左記以外



